
進化行動論／人間行動進化学／比較行動学 II （2016年Ｓセメスター、長谷川） 
試験を７月１４日２限に 3号館１１３室で実施します。 
 
試験問題は以下の通り。持込み・参照は不可です。 
 
問１． 
ヒト（ホモ・サピエンス）は、他の大型類人猿（とくにチンパンジーとボノボ）

と遺伝的にごく近縁であるにもかかわらず、形態、生態、生活史、配偶システ

ム、社会行動、社会組織において極めて独特な類人猿である。 
形態、生態、生活史、配偶システム、社会行動、社会組織におけるヒトの固有

性について、具体的に説明しなさい。 
また、なぜこのような固有性が進化したのかに関するシナリオ（淘汰圧と適応）

について各自の考えを述べなさい。 
 
問２． 
現代社会において、ヒトは進化環境である狩猟採集社会時代とはかなり異なっ

た生活をしている。 
農耕・牧畜の開始以降、約 1 万年の間に、ヒトにもたらされた恩恵のうち、各
自が最重要だと思うことを２つ挙げ、説明しなさい。 
また、ヒトが進化した古環境と現代環境のミスマッチによって、ヒトが抱える

ことになった問題を 2つ挙げ、説明しなさい。 


